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Ⅱ－（２） 多様な働き方 

１ 大学生・大学院生の就職観 

 
 
 
 

 

図表Ⅱ－２－１ 大学生及び大学院生の就職観（複数回答）（全国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１：（株）日本経済新聞社「就職希望企業調査 2007 年調査」より作成。 

注２：全国の大学生・大学院生 5,137 人を対象。 

注３：「あなたの就職に対する考え方（就職観）に近いものを選んでください」に対する回答 

 

 

資料： 男女共同参画会議 仕事と生活の調査（ワーク・ライフ・バランス）に関する専門調査会 

「「ワーク・ライフ・バランス」推進の基本的方向 報告」平成 19 年７月 

 

大学生・大学院生の就職観については、「自分の生活と仕事を両立させたい」と回答した人の割合は、

男性では 60.8%、女性では 76.7%と男女ともにその割合が最も高く、次いで「社会に貢献できる仕

事がしたい」などとなっている。 

76.7

40.7

40.6

13.9

21.6

16.2

60.8

50.7

46.7

44.5

32.4

26.6

20.8

48.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の生活と仕事を両立させたい

社会に貢献できる仕事がしたい

プロとして仕事のスキルを磨きたい

一生、同じ会社で安定的に働きたい

出世したい

キャリアのためには転職も積極的に考えた
い

収入があればよい

女性 男性
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２ 高齢者の就業理由・高齢期の就業意向 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－２－２ 高齢就業希望者の就業希望理由(全国) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１：総務省「就業構造基本調査（平成 14 年）」より作成。 

注２：就業希望者とは、無業者のうち「何か収入になる仕事をしたいと思っている者」を指す。 

 

資料：内閣府「高齢社会白書」平成 18 年版 

 

図表Ⅱ－２－３ 高齢期の就業意向（都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：有職者（「自営業主」・「家族従業（家業手伝い）」「勤め（全日）」「勤め（パートタイム）」1,336 人）、

定年退職後または 60 歳以降どのように働きたいか聞いた。 

 

資料：東京都生活文化スポーツ局「都民生活に関する世論調査」平成 18 年 

65 歳以上の就業希望者の就業希望理由については、男女ともに「健康を維持したい」が最も高い。

また、有職者に定年退職後または 60 歳以降の働き方についてたずねた回答では、「働く」が 74.0%
で、「勤めていた企業」で働きたいと考える人の割合は 19.9％と最も多い。 

19.9 10.9 5.2 12.4 13.2 8.4 17.78.5

3.1 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝1,336）

勤めていた企業 勤めていた企業とは別の企業

シルバー人材センター NPO・ボランティア活動

自分で起業・創業 農業

自営業・家業手伝いを継続 その他

働くつもりはない 分からない

3.4 20.1

13.3

6.9

15.1

11.4

8.6

32.7

36.1

0.0

0.0

20.1

14.28.1

4.6

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

失業している 収入を得る必要が生じた 知識や技能を生かしたい

社会に出たい 時間に余裕ができた 健康を維持したい

学校を卒業した その他



 
多様な働き方 

 34

特 
集 

 

３ 勤務延長制度、再雇用制度の導入状況 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－２－４ 定年制のある企業数割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表Ⅱ－２－５ 勤務延長制度、再雇用制度のある企業数割合 

（一律定年制を定めている企業＝100） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１：「一律定年制度」は、定年年齢に到達した者を退職させる制度をいう。 

   「勤務延長制度」は、定年年齢が設定されたまま、その定年年齢に到達した者を退職させることなく引き続き雇用

する制度をいう。 

   「再雇用制度」は、定年年齢に到達した者をいったん退職させた後再び雇用する制度をいう。 

注２：高年齢者雇用安定法の改正により、平成 18 年 4 月 1日から、65 歳未満の定年の定めをしている事業主は、高年齢

者の 65 歳（男女同一に平成 25 年 4 月 1日までに段階的に引き上げ）までの安定した雇用を促進するため、①定年

の引き上げ、②継続雇用制度の導入、③定年の定めの廃止のいずれかの措置を講じなければならないことになった。

なお、継続雇用制度は、原則は希望者を対象とする制度の導入が求められるが各企業の実情に応じ労使の工夫によ

る柔軟な対応がとれるよう、事業主が労使協定により継続雇用の対象となる高年齢者の基準を定め、それに基づく

制度を導入したときは措置を講じたものとみなされる。 

 

資料：厚生労働省「就労条件総合調査」平成 19 年 

定年制を定めている企業の割合は 93.2％、定めていない企業の割合は 6.8％である。 
定年制のうち一律定年制を定めている企業については、勤務延長制度及び再雇用制度のどちらか、

または、両方の制度を導入している企業の割合は 91.2%となっている。企業規模が大きいほど再雇

用制度を導入している企業数割合が高い。 

12.6 10.9

9.2

66.7

61.2

74.9

3.6

5.0

9.3

14.8

7.9

4.3

12.1

84.9

89.7

11.9

6.6

2.4

2.2

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業規模計

  30   ～   99  人　　

 100 ～ 299 人　　

 300 ～ 999 人　　

1,000  人　以　上　　

勤務延長制度のみ 両制度併用 再雇用制度のみ 制度なし

93.2

98.1

99.1

99.3

90.9

0.7

0.9

1.9

9.1

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業規模計

30    ～   99  人　　

 100 ～ 299 人　　

 300 ～ 999 人　　

1,000  人　以　上　　

定年制を定めている 定年制を定めていない
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４ テレワーク人口（推計）と採用企業の状況 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－２－６ 2005 年時点のテレワーク人口推計値（全国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表Ⅱ－２－７  所属企業が実施している人事制度の状況（雇用型テレワーカーによる複数回答）（全国） 

（ｎ＝336） 
 
 
 
 
 
 
 
 

注１：テレワーカーとは、「情報通信手段（IT）を活用して、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方をする人」をさす。

自宅、サテライトオフィス、テレワークセンターなどで、又はモバイルワークにより、通常勤務する場所以外の場

所で IT を活用して 1週間あたり８時間以上働く人などのこと。本調査では次の４つの条件を満たす人をいう。 

   A.普段収入を伴う仕事を行っている。 

   B.仕事で電子メールなど IT（ネットワーク）を使用している。 

   C.IT を利用する仕事が複数ある。または、１ヶ所だけの場合は自分の所属する部署のある場所以外である。 

   D.自分の所属する部署以外で仕事を行う時間が、１週間当たり８時間以上である。 

注２：「雇用型」は、上記の A.B.C.の３つの条件をすべて満たす人。「自営型」は、A．B.の２つの条件をすべて満たす人。 

注３： テレワーク比率については、「平成 17 年度通信利用動向調査（世帯編）-インターネット利用率」、「平成 17 年度

労働力調査年報-性別･年齢別にみた就業者数の分布」及び「平成 14 年版就業構造基本調査-自営型・雇用型労働力

人口」に基づき補正を行った。 

 

資料：国土交通省「テレワーク実態調査」平成 18 年 

テレワーク人口は、2005 年時点で就業人口の 10.4%で 674 万人（自営型 168 万人、雇用型 506 万

人）と推計されている。 
テレワークを実施している企業は、「目標管理制度」「実績ベースの業務管理制度」などの人事制度

を採用している。 
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6.0

14.9
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33.9
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33.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

目標管理制度

実績ベースの業務管理制度

年俸制度

フレックスタイム制度

裁量労働制

社内公募制

キャリア開発の支援制度

在宅勤務制度

その他

26.5

19.6

6.0

14.9

19.0

33.6

33.9

38.1

33.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

目標管理制度

実績ベースの業務管理制度

年俸制度

フレックスタイム制度

裁量労働制

社内公募制

キャリア開発の支援制度

在宅勤務制度

その他
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５ フレックスタイム制適用企業及び労働者の割合 

 
 
 
 

 

図表Ⅱ－２－８ フレックスタイム制適用企業の割合（全国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表Ⅱ－２－９ フレックスタイム制適用業種別労働者の割合（全国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：厚生労働省「就労条件総合調査」平成 19 年 

フレックスタイム制を適用している企業の割合は、企業規模が大きいほど多い。また、業種別労働

者の割合をみると、情報通信業が最も多く、次いで電気・ガス・熱供給・水道業、製造業となって

いる。 

6.2 6.9

14.3

29.4

4.4

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

全企業 30～99人 100～299人 300～999人 1,000人以上

2.2

11.5

14.2

2.6

4.7

3.3

2.7

1.2

5.9

9.4

7.0

23.7

2.3

0% 5% 10% 15% 20% 25%

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信

運輸業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

飲食店、宿泊業

医療、福祉

教育、学習支援業

サービス業（他に分類されないもの）
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６ パートタイマーという働き方を選んだ理由 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－２－10 パートタイマーを選んだ理由（複数回答）（都） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東京都産業労働局 平成 17 年度中小企業労働条件等実態調査「パートタイマーに関する実態調査」 

 

パートタイマーという働き方を選んだ理由として、「自分の都合のよい日や時間に働きたいから」と

回答する人が 45.8%と最も多く、次いで｢勤務時間・日数を短くしたいから｣が 28.7%である。 
パートタイマーの 63.1%が引き続きパートタイマーという働き方を希望しているが、女性の 20 代で

は 44.8%が正社員を希望している。 

45.6

10.5

16.7

26.4

6.9

4.9

16.2

1.0

35.1

26.3

8.6

18.0

19.7

4.0

4.6

10.9

2.6

28.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分の都合の良い日や時間に働きたいか
ら

勤務時間・日数を短くしたいから

仕事が比較的簡単だから

非課税限度額の範囲内で働きたいから

正社員として適当な仕事が見つからなかっ
たから

正社員に比べ、やめたいときにやめやすい
から

残業が無いから

その他

無回答

平成17年度
（ｎ＝390）

平成13年度
（ｎ＝350）
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図表Ⅱ－２－11  今後希望する勤務形態（都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：東京都産業労働局 平成 17 年度中小企業労働条件等実態調査「パートタイマーに関する実態調査」 
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【女性】

10代（ｎ＝０）

20代（ｎ＝29）
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